
経済成長の二階級モ・デル

内　　島　　敏　　之

　P鵬ine舳型の貯蓄関数を仮定する時，均衡成長径路は存在するのであろう

か，また仮にそれが存在するならば安定性を有するであろうかこの二つの問題

を以下において検討する。Pa日inettiの1962年の論文〔6〕を契機として，

皿0刎伽あ北m加工での，あるいは励励ωげ皿㎝O伽也8彦伽脇での論争が，

M捌丑e，Sam1e1昌。n－MωigIiani，Robinson，Ka1dor等によりだされた。以下にお

いては新古典派の成長モデルを想定し，論争点を明らかにしていきたいと思う。

〔1〕　モデル

　　　　Y＝F（K，L）

　　　　γ＝（∂／∂K）F（K，L）

　　　　m＝（∂／∂L）F（K，L）

　　　　K＝K，十K蟷

　　　　S。＝8。γK

　　　　S”；8”（γK仙十ωL）

　　　　玄、＝S．

　　　　K仙：S㎜

　　　　L／L司

　モデルは，これらの9個の方程式により示される。記号についていえば，Y

は産出量，Kは資本ストック，Lは雇用労働量，K。は資本家（capita1ist電）に

よ．り所有される資本ストック，瓦は労働者（wo此er）により所有される資本ス
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　一橋研究第20号
ドック，S。は資本家によりなされる総貯蓄，S佃は労働者によりなされる総貯

蓄，5。は資本家の貯蓄率，8他は労働者の貯蓄率，γは利潤率，ωは賃金率をそ

れぞれ示す。

　いま，rY／L，后＝K／L，店。＝K、／K、とし，生産関数が一次同次であるとする

ならば，上の方程式群は次のようにたる。

　①V＝∫（庇），O〈此＜oo

　②γ＝∫’（晃）

　③　m二μ一似

④1－1（・“1柵一嶋1∫（1）

⑤伝一時1・θ一㌦一肌一・・）1

ただし，θ＝γ吻（利潤の分配率）。

　　　　∫（O）二〇，∫（。。）＝。。，

　　　　！’（0）コ＝oo，　∫’（oo）呈0，

　　　　∫’（κ）＞O，∫”（尻）＜0，O＜危＜oo，

と仮定する。またθについては，

　　　　σ＞1ならば，θ（O）＝0，θ（oo）＝1

　　　σ＜1ならば，θ（O）＝1，θ（oo）＝0

と仮定する。σは代替の弾力性を示す。明らかに，O〈θ（后）＜1．O〈冶＜ooであ

る。

〔2〕　均衡解の存在

均衡解は，④，⑤において店＝O，店。；0とすれば求められる。

⑥紅一、≡。（÷一青）（1一・）

l／：l1寸青）同

⑥で示される席亭0曲線の性質を調べてみよう・。⑥をκで微分するならば，
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経済成長の二階級モデル

紫一（乱．まwl一・切（崎一㌦）・wl

　　　　尼となり，肌一≧s凹の条件のもとでは，幽、／挑＞0である。
　　　　v
⑦で示される店。≡O曲線については

　　　　　　　d居。＿　　　s仙　　　1　dθ

　　　　　　　d居　　　8。≒8”　θi　dκ

とたる。よって

　　　　　　　血ミ0。。、ミ1
　　　　　　　挑

とたる。なぜたらば，

　　　　　　　坦一一虻（、一1）
　　　　　　　挑　　　∫

であるからである。

　⑥と⑦とであらわされる曲線が，正象眼で交点をもつとき，それをP鵬in鮒i

均衡と呼ぶことにしよう。P鵬ine七七i均衡は存在するであろうか。それは必ず

しも存在しない。第1図は，σ＜1の場合についてのものである。図では，庄＝O

曲線と庄さ＝O曲線とが正象限で交点をもつよう・に示してある。しかし，横軸と

此榊の左側で店。＝0曲線が交わる場合を先験的に排除はできない。つまり，

Pasinetti均衡は必ずしも存在しないのである。

　σ＞1の場合にも，．Pasinetti均衡は必ずしも存在した．い。

　σ＝1，つまり生産関数がコブダグラス型の時には，P舶inetti均衡は存在す

る。なぜならば，店。＝0曲線は横軸に平行な直線となるから．である。

　Pasinetti均衡が存在するたら，それは一義的に決定される。

　　　　　　　8。／’（炉）＝m

　　　　　　　炸、壬㌦（・一チ）赤

により均衡値（が，κ。＊）は示される。

一方，店昌O曲線と横軸との交点は，⑥，⑦を満たすので均衡解でおる。anti－
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P鵬inetti均衡とよび，（此榊，O）で示す。ただし此榊は，m后榊＝s・∫（危榊）の根

である。

　これまでは，桃≧8凹ψとθ≧s。／8。の二つを仮定した。桃≧8”妙は店三0曲線

において冶＞O，κ。≧0を保障した。この仮定はそのまま認め，θ＜s。／8。と仮定

しよう。この場合の様子は第3図から知れる。㎜ti－P鎚hetti均衡だけが存在

する。このことは代替の弾力性σに関係なく成立する。

　要約しよう。O＜8。＜s。〈1とする。

　｛i〕m后≧s〃，θ≧8。ノ8。の場合

　o　anti－P鵬inetti均衡はただひとつ存在する。

　oPasinetti均衡は，σ≡1なら一義的に決定される。σ＞1，σ＜1の場合には・

それは必ずしも存在しない。もし存在するならこれらの場合には一義的に決定

される。

　㈹　舳≧8刊v，θ＜8側価。の場合

　P滅netti均衡は存在せず，anti－Pas血etti均衡のみがただひとつ存在する。

〔3〕　均衡の安定性

　均衡が存在するなら，それは安定となるであろうか。は1二めに局所的安定に

ついて，次に大域的安定について調べる。

　④の右辺をG（此，冶。），⑤の右辺をH（κ，居．）とおこう。G1，H。はG，亘をκ

で偏微分したものを，G。，亘。は此。で偏微分したものを示すとすれば次のよう

にたる。

　　　　α一1（州ん票一・∂糾ナ戸（1）／（・一㌦）ん1柵吋1

G戸（s．1他）∫’（κ）此＞0

H∂（�j1れ一（・一・）肱1・峠／・（ト私）・・〃（1）

・・一 ﾂ1・θ†肌一・・）1一（・一肌バ此）
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　いまP鵬hetti均衡が存在するとしよう。

る。

　　　経済成長の二階級モデル

もちろんm冶≧8阯v，θ≧8／s、であ

帥w）一1包一・w（炉）一・勢し1・∫（炉）

G里（κ＃，κ。‡）＝（8、一8”）θ（此＊〕ア（冶｝）＞0

　　　　　　　　＊H・（代ん｝）＝好景1・（・イ）・洲θ’（炉）

正【圭（κ‡，冶。＊）＝一（s。一s”）居。ボア’（冶｝）＜0

二根の和；G、（炉，κ。“）十H。（炉，κ。“）

　　　　　　　　＝（い岨≧舳‡1∫・（舳L∫・（炉）・11枠＜①
　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ

　　　　二根の積＝G。（炉，危。ホ）・H。（炉，炉。）一G。（炉，冶。＊）・H。（炉．κ。キ）

　　　　　　　　≡一8．（8、一8他）∫’（庇＊）此＊κ。＊∫”（κ‡）＞0

となり，P舶inetti均衡は局所的に安定となる。

　次にanti－Pasinetti均衡について。この時，κ、榊＝O，似榊＝s阯／（κ榊）である。

舳・㍉・）刊ψ榊勢し＜・

　　　　　　　G2（κ‡＊，O）＝（8。一8”）θ（κ‡‡）／（此“‡）））0

　　　　　　　H1（此榊，O）＝0

　　　　　　　1i2（κ＊‡，0）昌｛s。θ（κ‡ホ）一s”｝∫（庇＊‡）／κホ“

となり，θ（危榊）＜8。！8。ならば，均衡は局所的に安定となる．

　次に大域的安定性を検討しよう。σ＝1の時はF㎜mo〔2〕により，P舳inetti

均衡，㎜ti－Pa8hetti均衡安定となることが示された。σ＜1の場合は，第1図

が示すように，P鵬inetti均衡は安定とたる。この時，微分方程式④，⑤の解

（冶，冶。）はP幽㎞etti均衡へ周期的な運動を示しだから接近していく。σ＞1の

場合は第2図である。この時は解（κ，此、）はP鵬inetti均衡へ漸近的に収束し

安定性が得られる。面図の場合には，㎜ti－P餉inetti均衡はいずれも不安定で

ある。anti－P鵬inetti均衡が安定となるのはθ＜8。／s。，i丑此≧舳が満たされる時

であり，第3図に示してある。
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　一橋研究第20号
　いずれにしろP明inetti均衡は，存在するたらばσ一1の符号が確定してい

る時に犬域的に安定どたり・anti－P舶inetti均衡の安定性は代替の弾力性σに

依存せず，e＜3。／8。，m危≧8〃の条件により保障さ一れる。

〔4〕特殊な場合

　これまではO〈8山＜5。＜1としてきたが，s。＝O，8。＝8、となる特殊な二つの場

合を簡単に考えてみたい。

　8戸Oとしよう。この時，Pasinetti均衡は一義的に決定され，居。＊＝1，s、∫’（炉）

＝mとなる。この・P閑hetti均衡の犬域的安定も得られる。第4図が示すよう

に，O＜危＜oo，0≦危。≦1の条件を満たす経済は時間の経過とともにK。二K，

K衙＝0なる状態に，つまり資本ストックは労働者により所有されることなく，

もつぱら資本家によりのみ所有される状態になっていくのである。

　次に8。＝8戸8のケースを考えよう。この時，基本的な微分方程式は

　　　　　　　在＝靱一m此

　　　　　　　庄。＝s（1一θ）此、m

となり，均衡は庇、＊＝O，舳＝8∫（炉）により一義的に決定される。第5図により

示される様に均衡は安定となる。この時には，経済はK。＝O，K仰＝K，つまり

資本が資本家により所有されず，ただ労働者によりのみ所有される状態に接近

していくのであり・s・＝0の場合とは正反対の．ことがおこる。

　　　〔5〕結　語

　これまでのモデルの一番の問題点はP鵬ine舳均衡の存在に関するものであ

ろう。一般的な貯蓄率の仮定（0＜8。＜8、＜1）のもとで，P鯛虹etti均衡の存在

を保障する条件はいかなる’ものなのであろうか。桃≧s。／8，とθ≧8冊∫3。との二つ

の条件は0＜危＜ooなる〃こ対してん。≧0を保障するが，P鮒ine批i均衡の存

在は保障したい。

　またこのモデルでは，資本家は自己の貯蓄を自己の資本ストックの増加にあ

て，一労働者白身の貯蓄は自己の資本ストックの増加にふりわけられるとされて

いる。この仮定に対して，それぞれの階級の貯蓄は必ずしも自己の資本ストヅ

　90



経済成長の二階級モデル
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第5図
ko

良。＝O

良＝0

1

「 ■

k
k端

クの増加にではたく，経済全体の資本ストックの増加にむけられると考えるこ

とはできないであろうか。またこのよラに考えうるとしたら，階級間での資本

ストックの配分はいかなる基準のもとになされるのでおろうか。
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　　　RES亙e栃eωq戸〃。omo肌加　S‘刎d加3

　　　追加ノート

　第1図（σ＜1）の場合には，伊＊≦冶≦石（た芦し雇はθ（石）＝8。価の解1，

O≦此。≦1である（此，冶。）に，第2図（σ＞1）の場合には，后榊≦居＜∞，O≦

κ。≦1である（此，ゐ。）に，変数のとりうる範囲に限定される。

　大域的安定性に関して若干の修正を加えねばならない。σ＜1の場合には，

　　　　　　　G。（此，后。）十且（κ，ゐ。）

の値は正あるいは負に確定するとはいえず，Bendixonの第1定理により，limit

CyC1eが生じる可能性を排除できたい。

　　　　　　　　　　　　　　（住所　東京都小金井市前原町2の21の17鈴木方）
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